
1．はじめに

　本研究の対象となった三葉虫標本は，食と農の博物館　
第 94 回企画展「いきもの研究所の舞台裏」において実施
された，博物館における資料作成および台帳整備の過程
を示す演示の中で確認されたものである。本展示は，収
蔵資料がどのように整理 ・ 記録され，展示や研究に活用
されるかという，博物館活動の実務的側面を来館者に示
すことを目的として企画された。
　演示として行っていたデジタル台帳整理の過程におい
て，資料 No.Paleo_000186 を付した標本に対して複数の
学名表記が存在することが確認された。具体的には，紙
台帳および刊行物 1）においては Morocconites malladoides
とされている一方，展示用標本箱のラベルでは Morocco-
nites cf. malladoides と記載されており，同定の確度に差
が認められた。
　このような資料情報の不整合は，収蔵資料の管理およ
び利用において問題となる可能性がある。本研究では，
この表記の不一致を契機として，既存文献との形態比較
に基づき本標本の同定を再検討することを目的とする。

2．材料と方法

　対象標本－資料 No.Paleo_000186 について肉眼観察お
よび実測を行い，M. malladoides の原記載 2）および再検
討論文 3）の記載，ならびに M. lemkei，M. expansus の記
載 4）と比較した。種判別に有効な形質を先行研究から見
出して本標本と照合する検討を行った。

　本研究では，全長，頭部前縁軸棘の有無，グラベラ形
状，グラベラ長，グラベラ最大幅，グラベラ長幅比，グ
ラベラ溝，軸溝角度（頭部正中線に対して外側へ開く方
向性を指し，その角度は正中線とのなす角），眼の有無，
個眼レンズ列数，頬角形状，胸節数，肋部形状，尾部外
形，尾部軸節数，尾部軸幅（前方部），尾部幅，尾部軸幅
比，後縁棘の有無，軸溝の形態について観察および計測
を行った。

3．結　果

　本標本（Paleo_000186）は，原記載（Struve 1989）お
よび再検討論文（Edgecombe 1991）の記載と比較した
結果（図 1），頭部前縁軸棘の存在，前方に拡張するグラ
ベラ形状（いわゆるキノコ状），グラベラ長幅比（0.93；
文献値約 0.95），グラベラ溝の発達状態（S1 深，S2 浅，
S3 明瞭；S1–S3 は後方から前方へ配列する側溝を示す；
図 2），複眼の存在および個眼レンズ列数（約 25–26 列），
丸い頬角，胸節数（11），外側へ張り出す胸部側葉，半円
形の尾部，尾部軸節数（8＋終端部；図 3），ならびに後
縁棘の欠如において一致または近似を示した（表 1）。明
確な不一致は認められなかった。
　次に，観察および実測結果と Morocconites lemkei およ
び M. expansus の記載との比較において，本標本は以下
の点で不一致を示した（表 2）。すなわち，M. expansus
とは尾部軸節数において相違し，本標本が 8＋終端部

（terminal piece）であるのに対し，同種は 1/2＋9（＋1）
＋終端部とされる。また，M. lemkei とは尾部軸溝の走
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要約：本研究では，収蔵されている三葉虫標本 1 点について，学名表記の不一致（Morocconites malladoides
と Morocconites cf. malladoides）を解消するため，形態比較に基づく再検討を行った。標本は M. 
malladoides の記載（Struve 1989）および再検討論文（Edgecombe 1991）と主要形質において高い一致
を示し，M. expansus および M. lemkei（Struve 1992）とは，それぞれ尾部軸節数および軸溝において明
確に異なった。以上の結果から，本標本は Morocconites malladoides と同定されることが支持される。
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行方向において相違し，本標本では尾部軸溝の走行方向
が斜め後方へ向かうのに対し，M. lemkei では直線的で
あるとされる。

4．考　察

　本標本は Morocconites malladoides の記載情報と主要
形質において広く一致した。一方で，M. expansus は尾
部軸節数により，M. lemkei は軸溝の走行方向により排
除可能である。全長は種間で重複が認められるため，診
断形質としては扱わなかった。以上の比較結果から，本
標本は M. malladoides に帰属することが支持される。

　本標本に付されていた cf. 表記は同定の不確実性を示す
ものと考えられるが，本研究の結果はこれを支持しない。

5．結　論

　資料 No. Paleo_000186 は Morocconites malladoides と
同定される。従来の Morocconites cf. malladoides という
表記は，形態比較に基づく再検討により支持されない。
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表 1　Comparison between Morocconites malladoides
and the specimen （Paleo_000186）.

表 2　Diagnostic differences used to distinguish the specimen 
（Paleo_000186） from Morocconites expansus

and M. lemkei （Struve 1992）.

図 1　Dorsal view of Morocconites malladoides
（Paleo_000186）.

図 2　�Close-up of cephalon showing glabella and 
glabellar furrows （S1–S3）.

図 3　Close-up of pygidium showing axial rings 
（8 + terminal piece）.
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Summary：The acastine trilobite specimen housed at the Research Institute of Evolutionary Biology 
had been inconsistently assigned to either Morocconites malladoides or Morocconites cf. malladoides. 
To resolve this discrepancy, the specimen was re-examined through direct morphological comparison 
with the original descriptions of M. malladoides（Struve 1989, Edgecombe 1991）and with two related 
species, M. lemkei and M. expansus（Struve 1992）. The specimen shows strong agreement with the 
diagnostic features of M. malladoides and can be distinguished from the other two species by key 
morphological characters, including axial furrow orientation and pygidial axial segmentation. These 
results support the identification of the specimen as Morocconites malladoides.
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